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（前回公表年月日：平成29年10月26日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名

実技

（電話）

呉竹医療専門学校 平成21年3月31日 細野　昇
〒330-0854
埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-185-1

（電話） 048-658-0001

学校法人　呉竹学園
03-5362-3776

理事長　坂本　歩
〒160-0008
東京都新宿区四ッ谷三栄町１６番１２号

医療 医療専門課程 柔道整復科Ⅰ部
文部科学省告示第152号

(平成22年11月29日)

２１人

認定年月日 平成26年3月31日

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

昭和31年10月17日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義

－

学科の目的

本校は、柔道整復師の養成に必要な高度の専門知識及び技術を授けるために、臨床現場や専門領域などの最前線で活動している経験豊富な企業、
地域の業界団体及び学術団体等と連携を図ることによって、国家試験や認定実技審査への対応にのみとらわれることなく、社会の要請に対応した実践
的教育を提供するとともに、一定水準の実践技能を修得したことを確認する体制を構築して、国民の保健衛生の増進に寄与できる有為の人材を育成す
ることを目的とする。

演習 実習 実験
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■１学期：４月１日～６月３０日
■２学期：７月１日～１０月３１日
■３学期：１１月１日～３月３１日

成績評価

■成績表：

１８０時間
昼間

２８７８時間 ２０５８時間 ４４８時間

学期制度

単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

１８０人 １５８人 ０人 ８人

時間

■個別相談・指導等の対応 　スポーツ大会
　学園祭
　呉竹医学会学術大会
　東洋療法学校協会学術大会
　全国柔道整復学校協会柔道大会
　埼玉県接骨師会柔道大会

1週間以上連続して欠席する者には、事由を聴取した上で欠
席届を提出させている（病欠の場合は原則として診断書を提
出）。各科目の延べ欠席率が年間予定講義数の10％に達し
ようとする者には、担任及び科目担当者から口頭で注意を促
す。20％に達しようとする者には、科長より保証人に書面によ
る通達をおこない、早期に授業に復帰できるように促す。30％
に達しようとする者には、校長より保証人に通知を行い、必要
に応じて科長･担任と三者面談を行うなど、原級留置の注意を
喚起している。また、成績不良科目（60点未満）については、
再試験や補習を行い、成績の向上を図っている。

■サークル活動： 有

■成績評価の基準・方法
学業成績は、各学科試験及び実技試験の成績及び出欠席
状況等を考慮して評価する。

１９２時間

２９人

課外活動

長期休み

■学年始：４月１日
■夏　 季：８月１日～８月２５日
■冬　 季：１２月２５日～１月５日
■学年末：３月３１日

卒業・進級
条件

■課外活動の種類

■その他
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■主な就職先、業界等（平成２9年度卒業生）

■卒業要件：次の各項の全てに該当する者が卒業できる。
①卒業までに必要な単位をすべて修得している者、②卒業
試験において卒業要件を満たしている者、③柔道整復研修
試験財団が実施する認定実技試験に合格している者、④期
日までに所定の学費を納入した者。
■進級要件：次の各項の全てに該当する者が進級できる。
①当該年度で修得すべき単位が配当されている科目に未修
得単位がない者、②当該学年末の進級試験の平均が６０点
を超えている者、③期日までに所定の学費を納入した者。

就職等の
状況※２

■就職指導内容
・在校生、卒業生向け呉竹学園求人検索システムにて求人情報を
提供。
・外部講師による就職支援労働講座、キャリアガイダンスの開催。
・企業とのマッチングの場として企業説明会、就職相談会の開催。

■卒業者数 39
■就職希望者数

学修支援等

■クラス担任制： 有

平成30年7月31日 時点の情報）

■国家資格・検定/その他・民間検定等
接骨院、病院・診療所、介護施設など （平成29年度卒業者に関する平成30年7月31日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 84.6

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

・進学者数：3人

年度卒業者に関する

■就職者数 33 人
■就職率　　　　　　　　　： 94.3



7 名 4.7 ％

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組
　学業不振や学校生活での悩みの相談を受ける学生相談室を設けた。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
・特待生奨学制度：前年度の学業成績および学術研究の評価により特に優秀で他の在校生の模範となる学生を対象とし、鍼灸年度の授業料の一部を免除する。
・経済的困窮者に対する学費減免制度：在学中に家計支持者が規程要件に該当し、且つ審査の結果、学費の減免が必要と認められた場合、授業料の一部を免除する。

・校友会推薦奨学制度：本学園の卒業生（校友会会員）より推薦され入学した方を対象として、入学金の一部（10万円）を入学後に付与する。

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象外
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
http://www.kuretakeiryo.ac.jp/

平成29年4月1日時点において、在学者148名（平成29年4月1日入学者を含む）
平成30年3月31日時点において、在学者141名（平成30年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

自主退学

http://www.kuretakeiryo.ac.jp/


種別

①

③

③

③

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年間開催数：2回　／　開催時期：毎年9月と3月

（開催日時）
第１回　平成３０年９月１５日　17：00～18：30
第２回　平成３０年３月２日　17：00～18：30

権田　良則 事務長
平成30年4月1日～
平成31年3月31日

細野　昇 校長
平成30年4月1日～
平成31年3月31日

任期

髙橋　知則 宮原接骨院院長
平成30年4月1日～
平成31年3月31日

平成30年4月1日～
平成31年3月31日

八亀　俊一郎 副校長
平成30年4月1日～
平成31年3月31日

川口　央修 柔道整復科科長
平成30年4月1日～
平成31年3月31日

本多　修二 柔道整復科科長補佐
平成30年4月1日～
平成31年3月31日

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
国家試験や卒業要件となる認定実技審査のみにとらわれることなく、国家資格取得後に職域で遭遇することの多い損傷
に対する実践的かつ専門的な技能の修得のために、接骨院、診療所・病院及び福祉介護施設などの企業、地域の職業
団体及び学術団体等（以下「企業等」という。）の専門性、高い技術力及び豊富な経験等を活用して、社会の要請を反映し
た授業科目の設置や授業の展開方法の工夫等を行うとともに生徒の修得水準を企業等と学校が協力して評価する。この
ような取り組みを含む教育課程全般について、学校は教育課程編成委員会へ報告し審議を受ける。教育課程編成委員会
の意見や要望については学校教育課程の編成にかかる作業部会において検討したうえで、教育課程の編成に反映する。
本校における一連の自主的な取り組みを持続可能とするために、企業等との連携は、生徒の就職先の人材の専門性の
動向、地域振興の特性や方向性及び新規の成長領域をとらえた実践的かつ専門的な授業等を実施することができ、年間
を通じて組織的に学校と協力して授業を行える企業等を対象として行う。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

朝比奈　恒人 あさひな接骨院院長・非常勤講師
平成30年4月1日～
平成31年3月31日

 教育課程編成委員会は、教育編成会議作業部会の検討結果について審議するため、校長が設置し年２回開催するもの
として、「学校法人呉竹学園教育課程編成規則」及び「呉竹医療専門学校教育課程編成委員会実施要綱」により位置付け
られている。教育課程編成委員会では業界が求める人材と本校の内容とのすりあわせの場として、医療現場が求める実
践的かつ専門的な教育内容について協議し、その内容を教育編成会議作業部会にて検討を重ね、教育課程へ採用して
いる。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

金井　英樹 金井接骨院院長
平成30年4月1日～
平成31年3月31日

藤井　英之 藤井接骨院院長
平成30年4月1日～
平成31年3月31日

山本　光彦 山本接骨院院長

平成３０年７月３１日現在

名　前 所　　　属



教員の専攻分野における研修は、日本柔道整復接骨医学会をはじめ、関連する企業等との連携により行っている。

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

臨床的治療法※

臨床上遭遇する機会の多い損傷に対しそれぞれに即した
治療法を選択し実施することができる。特に遭遇頻度の高
い損傷に関しては、整復動作、固定具の制作、装着が的
確に実施できる能力を養う。固定具装着時に起こり得る障
害が想定でき、予防のための処置が的確に行え、障害が
起こった後の処置が的確に行える能力を養う。

あさひな接骨院

　学校法人呉竹学園研修規程により、学校は教職員の専門性の向上と人材育成を目的として計画的に研修を受講させる
ほか、教職員が自己啓発により自ら学ぶことを奨励すること、教職員に対し常に関連分野における先端的知識を得られる
環境を与え、資質の向上を図り、もって教育目標の実現に努めること、研修や自己研鑽による教職員のスキルアップを評
価し、考課を行うことを定めている。実施については各種学会・連盟・委員会等から告知された内容を基に、年次計画に
沿って計画的に参加しており、研修後は「研修会（講習会）・学会等参加報告書」により、研修内容を科内で共有している。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

総合柔道整復演習※
（固定法演習）

固定法の原則や固定肢位を知ると共に、柔道整復師に特
に関わりの深い上肢・下肢の固定法を中心として様々な固
定材料を使用し実際の固定法を身につける。

あさひな接骨院

臨床実習※

臨床実習の一環として医療機関の実際について学習す
る。医師ならびにコ・メディカルの業務に陪席し、柔道整復
師として医療体系への参画に関して理解を深める。

呉竹メディカルクリニック

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

柔道Ⅰ

柔道整復師の技術の拠り所である手技や人格形成、心身
の鍛錬するため、柔道の基本的動作を体得する。柔道を
通して精神・身体の修養と鍛錬、世に補益することを目標
とする。

櫻井接骨院

　※旧カリキュラム科目（実施時期2～3年生）

柔道整復業界で実際に活躍している企業から派遣された講師に、柔道整復師免許取得に必要な認定実技審査の内容とは異なり、
専門基礎分野と専門分野の両分野の見地から、柔道整復の臨床現場で求められる最新の知識と技術を臨機応変に実践できるよう
な職業教育を行っている。事前に授業内容・評価等について本校の教育方針に基づき、非常勤講師にシラバス作成を依頼し、専任
教員と内容の確認・調整を毎年度行っている。実施授業には専任教員も参加し、当該講師と専任教員で検討を重ね、授業内容につ
いて評価を行っている。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

企業等から派遣された経験豊富な講師を起用し、実践的な実習・演習等の授業を行う。企業から派遣された講師は、患者
さんへの接し方や施術方法等について、日常の臨床経験を生かした実践的かつ専門的な実技実習指導を行う。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
①シラバスの内容について
【意見1】カルテの書き方を知らない、分からない柔整師が多いため、学校で重点的に教えて頂きたい。
【活用】･･･新カリキュラム用に発刊される対応教科書ではカルテ記載に関しての項目が追加される予定である。本校では従前より｢柔道整復教務
概論」ならびに｢臨床実習｣でカルテ記載に関する講義と実習を実施している。
②臨床実習について
【意見2】臨床実習で治療に入る際に、治療院側がどのように患者様の同意を得るのか。
【活用】･･･受け入れ先事業所には患者用に臨床実習を受け入れる旨の同意書に署名を依頼した。実習終了後には返送してもらい学校で保管し
ている。
【意見3】臨床実習時、学生に対して、ＳＮＳのガイドラインなどは厳しく設けるべきである。
【活用】･･･在校生に配付する臨床実習実施要項(必携）にてＳＮＳに関する記載を設けた。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針



主催 対象
日本柔道整復
接骨医学会 学科教員

全日本柔道連盟
医科学研究会 学科教員

（公社）埼玉県
柔道整復師会 学科教員

（公社）埼玉
県柔道整復

学科教員

全日本柔道
連盟

学科教員

呉竹学園 本校教員

主催 対象
（公社）全国柔
道整復学校協会 学科教員

主催 対象
日本柔道整復
接骨医学会 学科教員

全日本柔道連盟
医科学研究会 学科教員

（公社）埼玉県
柔道整復師会 学科教員

（公社）埼玉
県柔道整復
師会

学科教員

全日本柔道
連盟

学科教員

呉竹学園 本校教員

主催 対象

（公社）全国柔
道整復学校協会 学科教員

（９）法令等の遵守 基準9　法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 基準10　社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 なし

（６）教育環境 基準6　教育環境

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（７）学生の受入れ募集 基準7　学生の受入れ募集
（８）財務 基準8　財務

（５）学生支援 基準5　学生支援

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

呉竹医学会学術大会 平成30年10月19日

②指導力の修得・向上のための研修等

教員の指導力に関する研修は、（公社）全国柔道整復学校協会や関連する企業等との連携により行っている。

特別講師・一般講演者・本校教員・在校生等による特別
講演・実技セッション・一般口演、その他研究発表

（３）教育活動 基準3　教育活動
（４）学修成果 基準4　学修成果

（１）教育理念・目標 基準1　教育理念・目的・育成人材像
（２）学校運営 基準2　学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

本校が選任した委員（卒業生・保護者・企業関係者等）に より「学校関係者評価委員会」を設置し、自己評価結果に基づ
き、評価を実施し、評価結果、課題の改善に向けた指導・助言をまとめたうえで、ホームページで公表する。

平成29年度保険業務講習
会

平成30年10月 保険業務

機能訓練指導員フォロー
アップ講習会

平成30年10月

研修・学会 日程 研修内容・概要
全国柔道整復学校協会教
員研修会

平成30年8月 「柔道整復が社会に果たす役割」ほか

埼玉県柔道連盟が行う指
導者講習会

平成30年10月、11月、12月
柔道救護担当者講習会・全日本柔道連盟公認審判員
講習会･全日本柔道連盟公認指導者資格B指導員養成

機能訓練

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修・学会 日程 研修内容・概要
日本柔道整復接骨医学会
学術大会

平成30年11月 「地域のゲートキーパーとしての柔道整復師」ほか

柔道救護担当者講習会 平成30年7月 医療スタッフの大会での役割、ルール上の医学的問題

教員の指導力に関する研修は、全国柔道整復学校協会や関連する企業等との連携により行っている。

研修・学会 日程 研修内容・概要

平成29年度保険業務講習
会

平成29年10月15日 保険業務

全国柔道整復学校協会教
員研修会

平成29年8月19・20日 「柔道整復が社会に果たす役割」ほか

②指導力の修得・向上のための研修等

呉竹医学会学術大会 平成29年10月20日
特別講師・一般講演者・本校教員・在校生等による特別
講演・実技セッション・一般口演、その他研究発表

埼玉県柔道連盟が行う指
導者講習会

平成29年10月28日、11月
26日、12月17日

柔道救護担当者講習会・全日本柔道連盟公認審判員
講習会･全日本柔道連盟公認指導者資格B指導員養成
講習会

機能訓練指導員フォロー
アップ講習会

平成29年10月15日 機能訓練

研修・学会 日程 研修内容・概要

柔道救護担当者講習会 平成29年7月29日 医療スタッフの大会での役割、ルール上の医学的問題

日本柔道整復接骨医学会
学術大会

平成29年11月3・4日 「地域のゲートキーパーとしての柔道整復師」ほか



種別

企業等委員

企業等委員

企業等委員

高等学校教員

卒業生

保護者

ホームページ
URL:http://www.kuretakeiryo.ac.jp/

（１０）国際連携の状況
（１１）その他

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）教職員 教職員数、教職員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
キャリア教育・実習・実技への取り組み状況
就職支援等への取組状況

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事への取組状況、課外活動

（３）情報提供方法

（７）学生納付金・修学支援 学生納付金の取扱い、活用できる経済的支援措置の内容

（８）学校の財務 資金収支計算書、事業活動収支計算書及び貸借対照表

（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価の結果

（６）学生の生活支援 学生支援への取組状況

（１）学校の概要、目標及び計画
学校の教育理念、教育目標、育成人材像、運営方針、教育方針、中期
的目標、校長名、所在地、連絡先等

（２）各学科等の教育

入学者に関する受入方針及び入学者数、収容定員
在学学生数、進級・卒業の要件等
学習の成果として目指す資格
資格取得、検定合格等の実績
卒業者数、卒業後の進路

高橋　知則 公益社団法人埼玉県柔道整復師会　専務理事
平成30年4月1日～
平成31年3月31日

竹内　正 埼玉県立滑川総合高等学校 教諭
平成30年4月1日～
平成31年3月31日

保護者　代表
平成30年4月1日～
平成31年3月31日

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

企業等の学校関係者に対して、学校の運営状況をホームページ、ソーシャルネットワーク及び学校案内などによって公開
する。

　　　平成30年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

福島　聰一郎 卒業生 呉竹会会長
平成30年4月1日～
平成31年3月31日

小髙　智子

河原　保裕 公益社団法人　埼玉県鍼灸師会 会長
平成30年4月1日～
平成31年3月31日

長嶺　芳文 公益社団法人　埼玉県鍼灸マッサージ師会副会長
平成30年4月1日～
平成31年3月31日

ホームページ
URL:http://www.kuretakeiryo.ac.jp/about/evaluation.html
公表時期：平成30年7月11日

重点目標に関する具体的な取り組みを次のとおり行った。
①予算明細書及び事業報告書の作成
②学則改定に伴う諸規定の見直しと整備
③学生支援体制の強化
その他、各評価項目において受けた指導・助言については、学校内の運営組織「教務会」において、進捗状況の確認と課
題の検討を行って、学校運営の改善に取り組んでいる。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

（３）学校関係者評価結果の活用状況

http://www.kuretakeiryo.ac.jp/about/public_info.html
http://www.kuretakeiryo.ac.jp/about/public_info.html
http://www.kuretakeiryo.ac.jp/about/evaluation.html


必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 総合基礎Ⅰ

【生物Ⅰ】ヒトについての生物学を学び、人間も
環境に適応しながら生存する生物の一員であるこ
とを認識し、生命活動の基礎的仕組み（自己保存
と種族保存）を理解する

１
①
②

30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅰ

【文章表現･読解法】昔から「読み･書き･そろば
ん」が教育の根本だと言われる。そこで本科目で
は多様なジャンルの小品を読み（読解）、筆者の
主張のまとめ及びそれに対する各自の主張を書く
こと（表現）ができるようにしたい。つまり、事
実を正確に伝える文章力の養成を
目標とする。

１
①
②

30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅰ

【コミュニケーション心理学】コミュニケーショ
ンと、それに関わる諸問題を理解した上で、実習
をまじえ
コミュニケーション・スキルの獲得，上達を目指
す。

１
②
③

30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅰ

【生物Ⅱ】ヒトを対象とした生物学を学び、生命
活動における動物機能の「運動」「感覚」「自己
の防御」および生命の連続機能である「細胞分
裂」「生殖・発生」と「遺伝」についての基礎的
仕組みを理解する。

１
②
③

30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅱ

【医用英語Ⅰ】グローバルな時代を迎え、医療の
現場でも外国人と接する機会が増えてきている。
また、最新の医学論文は英文で記されていること
が多い。コミュニケーションの手段と医学知識の
吸収のためにも、医療の現場で用いられる、英語
の専門用語や表現を十分理解し修得する。

2 30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅱ

【医用英語Ⅱ】グローバルな時代を迎え、医療の
現場でも外国人と接する機会が増えてきている。
また、最新の医学論文は英文で記されていること
が多い。コミュニケーションの手段と医学知識の
吸収のためにも、医療の現場で用いられる、英語
の専門用語や表現を十分理解し修得する。

2 30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅱ

【化学Ⅰ】物質の性質やいろいろな反応などにつ
いての基礎的な化学知識を身につける。そして、
専門基礎分野並びに専門分野へ繋がる幅広い知識
を修得する。

2 30 ○ ○ ○

○ 人体構造学Ⅰ

解剖学総論で解剖学への興味と学ぶ必要性を提示
する。各論は神経系・感覚器系・脈管系が主体と
なるが、形態と作用を一括して理解する。

１
通

72 ○ ○ ○

○ 人体構造学Ⅱ

系統解剖学を主体に、発生学・最新の知見・局所
解剖学・臨床解剖学を加味した講義内容を充分に
理解し、最終的には機能と構造をリンクして解剖
学を動的に理解する。

２
通

72 ○ ○ ○

○ 人体機能学Ⅰ

個体を構成する細胞の仕組みと機能を理解し、各
臓器・器官・器官系の全体としての人体における
役割と調節機序を理解していく。

１
通

72 ○ ○ ○

教員

企
業
等
と
の
連
携

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業科目等の概要
※平成30年度1年生より新学則となったため、実施状況に合わせ新旧両カリキュラムを掲載する。
　新学則2年次以降の配当学期については、今年度の実施がないため未記載とする。

（医療専門課程　柔道整復科Ⅰ部）平成３０年度　※新学則（１年生対象）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所



○ 人体機能学Ⅱ

人体構造の成り立ちと機能を関連付けて考え、各
臓器・器官・器官系の働きとその調節機序を理解
する。

２
通

72 ○ ○ ○

○
人体構造機能
学

１年２年で学習してきた各器官・器官系の細かな
構造と構成およびその機能と調節機序との関連性
を結びつけて整理する。人体を総合的に理解し、
正常な状態と異常な状態との違いを理解してい
く。

３
通

72 ○ ○ ○

○
疾病の成り立
ち

病理学とは、生体に起こる病的な状態、すなわち
疾病の本態を解明する学問です。疾病はその成り
立ちから、先天異常、代謝障害、循環障害、炎
症、腫瘍の五つの病変カテゴリーに分類されます
が、それらの病変カテゴリーを学び、疾病を起こ
す原因、それぞれの疾病で生じる変化、その経
過、疾病がたどる転帰を総合的にとらえるように
学習します。特に２年次には、病理学の意義、疾
病の一般、病因、退行性病変、循環障害、進行性
病変、炎症の各分野について学習します。

２
通

72 ○ ○ ○

○
運動器診断治
療学

柔道整復は外傷による運動器損傷を取り扱うこと
を業務としている。これに対して広く運動器疾患
を取り扱うのが整形外科学である。本科目では外
傷以外の運動器疾患の診断と治療を中心とし、そ
の類似性と相違について理解できる。併せて、外
傷による運動器損傷についての整形外科的治療法
を理解できることも目標とする。

２
通

72 ○ ○ ○

○
内科診断治療
学

診察概論として医療面接・視診・触診・打診・聴
診及び理学的検査の方法と各疾患におけるそれら
の所見と重要な鑑別点を学習する。消化器疾患・
呼吸器疾患・循環器疾患・血液疾患・代謝疾患・
膠原病、内分泌疾患・腎、尿路疾患・遺伝性疾
患・神経筋疾患等をジャンル別に、それに属する
疾患の病因、臨床症状、検査所見、治療法の概要
などを学ぶ。

２
通

72 ○ ○ ○

○
外科診断治療
学

損傷、外傷、炎症、腫瘍、ショック、輸血・輸
液、滅菌・消毒、手術・麻酔、出血・止血、蘇生
法などの外科的な基本事項が理解できる。
日常業務において遭遇しやすい外科領域の疾患お
よび柔道整復師には禁忌症となっている創傷など
の臨床症状および経過、治療法などが理解でき
る。

２
通

72 ○ ○ ○

○
人体機能回復
論

人体機能・回復論の機能の部分では運動学での姿
勢保持及び歩行に関与する筋等の組織の働きを理
解する。
異常姿勢・異常歩行が生じる組織異常との関連が
理解できる。
回復論の部分ではリハビリテーションの概念、障
害の成因、評価法、運動器のリハビリテーション
を中心としての障害からの回復過程と治療用機器
及び使用法、それらを使った治療法が理解でき
る。

２
通

72 ○ ○ ○

○
柔道整復術の
適応

日常業務において遭遇しやすい疾患を理解し、柔
道整復術の適否の判定ができ、蘇生法などの外科
的な基本事項が理解できる。また、日常業務にお
いて遭遇しやすい外科領域の疾患および柔道整復
師には禁忌症となっている創傷などの臨床症状お
よび経過、治療法などが理解できる。

３
①
②

48 ○ ○ ○

○ 健康の意義

柔道整復師として、日常業務を安全かつ衛生的に
遂行する上での規準・規定を理解する。
  日常生活で健康を維持、増進するために意義の
ある事項を知る。

１
通

72 ○ ○ ○

○ 関係法規

柔道整復に関係する法律を理解し、適切な柔道整
復業務が行えるようにする。また、柔道整復との
連携が必要な医療関係職種に関する法律も併せて
理解し、業務分担・境界域を熟知し業務の円滑な
運営に資する人格形成を計る。

3 48 ○ ○ ○



○ 柔道Ⅰ

柔道整復師の技術の拠り所である手技や人格形
成、心身の鍛錬するため、柔道の基本的動作を体
得する。柔道を通して精神・身体の修養と鍛錬、
世に補益することを目標とする。

１
通

64 ○ ○ ○ ○ ○

○ 柔道Ⅱ

柔道整復師の技術の拠り所である手技や人格形
成、心身の鍛錬するため、形を用いて柔道の理合
いを追求する。攻撃および防御の練習により技の
理合いを理解できるようにする。

3 32 ○ ○ ○ ○

○ 社会保障制度

社会保障制度維持の基本原理を理解し、社会保障
制度の種類と特徴を知り、その中で、社会保障制
度の問題と、その解決策についてディベート等を
行い、医療人として誠実に患者に寄り添う心を涵
養し、生涯を通じてベースとなる知識や技術を身
に付ける。

3 24 ○

○ 運動器学

柔道整復に必要な四肢の骨、関節、筋の構造を理
解し、各々の関節の運動と、その運動に関与する
筋が解る。
また、四肢を支配する末梢神経の支配領域を理解
できる。

１
通

72 ○ ○ ○

○ 骨損傷学基礎

骨の構造と機能を理解し、構造上の弱点と損傷の
関係を系統的に考察する。
　骨折の発生機序と損傷形態との関係を解析す
る。
　骨折の治癒過程および治癒に対する影響因子と
の関係を学習する。

１
通

72 ○ ○ ○

○
関節損傷学基
礎

関節の構造と機能を理解し、構造上の弱点と損傷
の関係を系統的に考察する。
　脱臼の発生機序と損傷形態・捻挫の発生機序と
損傷形態との関係を解析する。

１
通

72 ○ ○ ○

○
柔道整復と基
礎医学

柔道整復師として、日常業務を安全かつ衛生的に
遂行する上での基準・規程を理解し、日常生活で
健康を維持、増進するために意義のある事項を知
る。

3 48 ○ ○ ○

○
上肢の損傷学
Ⅰ

上肢の骨折の発生機序と骨折形態の関係を理解
し、それぞれの骨片転位のメカニズムを知り、骨
折整復の方法を検討する。骨折症状を理解し診断
ができるようになり、起こりうる合併症を知りそ
の対策と治療法について理解を深める。

２
通

72 ○ ○ ○

○
上肢の損傷学
Ⅱ

上肢の骨折の発生機序と骨折形態の関係を理解
し、それぞれの骨片転位のメカニズムを知り、骨
折整復の方法を検討する。骨折症状を理解し診断
ができるようになり、起こりうる合併症を知りそ
の対策と治療法について理解を深める。

３
通

72 ○ ○ ○

○
下肢の損傷学
Ⅰ

下肢の骨折の発生機序と骨折形態の関係を理解
し、それぞれの骨片転位のメカニズムを知り、骨
折整復の方法を検討する。骨折症状を理解し診断
ができるようになり、起こりうる合併症を知りそ
の対策と治療法について理解を深める。

２
通

72 ○ ○ ○

○
下肢の損傷学
Ⅱ

下肢の骨折の発生機序と骨折形態の関係を理解
し、それぞれの骨片転位のメカニズムを知り、骨
折整復の方法を検討する。骨折症状を理解し診断
ができるようになり、起こりうる合併症を知りそ
の対策と治療法について理解を深める。

３
通

72 ○ ○ ○

○ 体幹の損傷学

頭部骨折の重大性を理解し、適切な応急処置およ
び対応が出来るようにし、発生機序と臨床所見か
ら肋骨骨折・脊椎骨折の存在を診断でき、適切な
対応ができる能力を養う。また重大な合併症とし
ての脊髄損傷についての理解を深め、体幹および
四肢の軟部損傷についての発生メカニズム、症
状、合併症などを知る。さらに関連整形外科疾患
との鑑別ができることを目標とする。

２
通

72 ○ ○ ○



○
柔道整復と臨
床医学

【病理学】１病理学とは疾病の成り立ちを理解す
る学問である。それゆえ医学の一番中心となる学
問とも言える。「柔道整復と病理学」の内容は他
の科目と関連させながら病態を理解し、なおかつ
運動器の病理についても学習するものであり、免
疫異常、アレルギー、腫瘍、先天性異常、運動器
の病理、脳死の判定基準の各分野について学ぶ。

3 48 ○ ○ ○

○
柔道整復と臨
床医学

【整形外科学】柔道整復は外傷による運動器損傷
を取り扱うことを業務としている。これに対して
広く運動器疾患を取り扱うのが整形外科学であ
る。本科目では外傷以外の運動器疾患の診断と治
療を中心とし、その類似性と相違について理解で
きる。併せて、外傷による運動器損傷についての
整形外科的治療法を理解できることも目標とす
る。

３
通

72 ○ ○ ○

○
柔道整復と臨
床医学

【内科学】診察概論として医療面接・視診・触
診・打診・聴診及び理学的検査の方法と各疾患に
おけるそれらの所見と重要な鑑別点を学習する。
消化器疾患・呼吸器疾患・循環器疾患・血液疾
患・代謝疾患・膠原病、内分泌疾患・腎、尿路疾
患・遺伝性疾患・神経筋疾患等をジャンル別に、
それに属する疾患の病因、臨床症状、検査所見、
治療法の概要などを学ぶ。

３
通

72 ○ ○ ○

○
柔道整復と臨
床医学

【外科学】日常業務において遭遇しやすい外科領
域の疾患および柔道整復師には禁忌症となってい
る創傷などの臨床症状および経過、治療法などが
理解できる。
２年次で勉強した内容をふまえて各診療科目ごと
の疾患について理解できる。
  総論、各論の復習ができ、他の教科との総合的
な学習ができる。

３
通

72 ○ ○ ○

○
柔道整復と臨
床医学

【リハビリテーション】リハビリテーションと柔
道整復との関わりは密接であり、他の科目も含め
た総合的な疾病の理解ができる。 3 48 ○ ○ ○

○ 基本的治療法

柔道整復にとって患部を固定することは最も重要
な施術技術である。固定材料としては包帯・副
木・厚紙副子・金属副子・絆創膏・ギプス・熱可
塑性材料（プライトンなど）・プラスチックキャ
ストなど様々ある。これらを使用し的確な固定が
できることは柔道整復師にとって必須である。ま
た、診断の補助手段としての計測法、徒手的検査
技術も理解、使用できる。さらに運動療法、理学
療法についても理解する。

１
通

64 ○ ○ ○

○ 臨床的治療法

臨床上遭遇する機会の多い損傷に対しそれぞれに
即した治療法を選択し実施することができる。
　特に遭遇頻度の高い損傷に関しては、整復動
作、固定具の制作、装着が的確に実施できる能力
を養う。
　固定具装着時に起こり得る障害が想定でき、予
防のための処置が的確に行え、障害が起こった後
の処置が的確に行える能力を養う。

3 32 ○ ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【医療面接演習】臨床の場における施術者と患者
とのコミュニケーションのあり方について理解を
深め、適切な方法や技術について学習する。

１
①
②

32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【身体計測演習】柔道整復に必要な四肢の骨、関
節、筋の構造を理解し、各々の関節の運動と、そ
の運動に関与する筋が解る。
また、四肢を支配する末梢神経の支配領域が理解
できる。

１
①
②

32 ○ ○ ○



○
総合柔道整復
演習

【運動器学演習】柔道整復に必要な四肢の骨、関
節、筋の構造を理解し、各々の関節の運動と、そ
の運動に関与する筋が解る。
また、四肢を支配する末梢神経の支配領域が理解
できる。

１
②
③

32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【救急蘇生法演習】BLS（一次救命処置）の基本に
ついて医療従事者にふさわしい知識と技術を習得
する。
  運動器外傷の専門家として、その応急手当に必
要な知識と技術を習得する。

１
②
③

32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【柔道整復業務概論】柔道整復の歴史的背景や医
療人としての倫理を体得し、社会に貢献できる柔
道整復のあり方を思考する。また、現代医学が成
立した課程を知り、自らのおかれている立場を理
解する。

１
通

64 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【後療法演習】身体各部分の損傷を想定し、ロー
ルプレイを中心に術者・患者役となって実際の後
療法を実施する。
　手技療法・運動療法・物理療法の基本的な手技
を身につけたら、応用法へと段階的に進み、禁忌
についても学ぶ。また、柔道整復師として必要な
関節可動域測定法や徒手筋力検査法も実技の中で
体験し、理論的に学習した内容を再確認する。

１
①
②

32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【医療心理学概論】医療には人と人との触れあい
が欠かせない。特に柔道整復師は手当てを通して
患者のパーソナルスペースに入っていくことで、
より濃密なコミュニケーションの場に身を置くこ
ととなる。そこでは、人体の構造・機能の知識に
加えて、心理社会的な背景を踏まえた総合的な人
間理解が不可欠となる。本科目では、こうした理
解を支える諸理論とともに、実践に役立てるため
の評価法も演習することで、良好な「患者-医療従
事者関係」構築のための基礎習得を目指す。

１
②
③

32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【医用画像演習】身体の内部構造を探る手段とし
て、X線の発見とその特性を利用した画像化に始ま
り、超音波を利用した画像化、核磁気共鳴に至る
各種画像化技術について理解を深める。

2 32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【学究・探求演習】自分自身で何か興味をもつ物
作りや研究に対して目的、方法、考察、結果等の
調べ方などを自然と身につけて、他の教科、卒業
後に対しても自身で勉強の仕方、意義、意欲を身
につける。

2 32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【固定法演習】固定法の原則や固定肢位を知ると
共に、柔道整復師に特に関わりの深い上肢・下肢
の固定法を中心として様々な固定材料を使用し実
際の固定法を身につける。

2 32 ○ ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【ベッドサイド演習】柔道整復師の職域が広がり
つつある今、外傷に対する知識と応急処置の仕方
を体得する。
様々な場で柔整師として活躍できることを理解す
る。

2 32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【徒手検査法実習】各関節等の構造と機能を知る
と共に、そこの異常が起きたときの状態を徒手検
査にて把握できる。 3 32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

認定実技試験ならびに国家試験に向けた対策授業
として講義を進め、今まで学んできた内容の理解
度をより深める。 3 32 ○ ○ ○



○ 臨床実習Ⅰ

臨床現場で患者の状態に即した対応ができる。柔
道整復の臨床現場で必要な救急の知識及び技能を
修得する。医師ならびにコ・メディカル・勤務柔
道整復師の実態を知る。

2 45 ○ ○ ○

○ 臨床実習Ⅱ

附属施術所・クリニックを利用し、病態把握や施
術法など、柔道整復術及び業務にかかわる臨床知
識と技能を学ぶ。 3 45 ○ ○ ○

○ 臨地実習Ⅰ

実際の臨床現場で習熟した医師や柔道整復師の患
者の状態に即した対応を見学し、専門的思考過程
を展開する経験を知る。柔道整復の臨床現場で必
要な救急の知識及び技能を修得する。医師・開業
柔道整復師の実態を知り、自身の柔道整復師観を
形成する。

１
通

45 ○ ○ ○ ○

○ 臨地実習Ⅱ

実際の臨床現場で習熟した医師や柔道整復師の患
者の状態に即した対応を見学し、専門的思考過程
を展開する経験を知る。柔道整復の臨床現場で必
要な救急の知識及び技能を修得する。医師・開業
柔道整復師の実態を知り、自身の柔道整復師観を
形成する。

2 45 ○ ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅰ

【トレーニング講座スタビライゼーション】主働
筋のトレーニングに加え、協働筋、拮抗筋や補助
筋群(スタビライザー)を刺激するトレーニングを
行う。アライメント(筋肉や骨のつながり)を意識
して、アイソメトリクス(等尺性の運動)を行い、
バランス能力やリカバリー能力を高めて、体軸を
安定させるトレーニング法を身につける。

１
①
②

10 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅰ

【トレーニング講座ドラウタビリティー】個人個
人の「能力を引き出し」そしてその「能力を引き
延ばす」フィードバックメソッドを中心に考案し
ている。

１
①
②

10 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅰ

【コミュニケーション講座サービス介助論】この
授業では、高齢社会のこと、高齢者の身体的特
徴、介助が必要な方をお迎えする上での心構えな
どを中心に学び、「サービス介助」の基礎を身に
つける。

１
②
③

10 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅰ

【コミュニケーション講座手話】手話を学ぶとと
もに聴覚障害者に対する理解を深める。

１
②
③

10 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅱ

【ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾅｰ講座】テーピングの基本的な注意や
テープの特性、テーピングの名称などを理解し、
テーピングを実施する際の準備、テープの切り
方、はがし方についても学ぶ。

2 10 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅱ

【介護健康指導講座】機能訓練指導員の仕事を知
ると同時に、柔道整復師の高齢化社会の役割を考
えながら学ぶ。 2 10 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅱ

【認定実技対策講座：柔道教室】柔道の基本動作
を体得する。形と一般練習との間合いの違いにつ
いて実習にて体得する。投げ技については打ち込
み練習、約束乱取り（固め技含む）を行い、技の
理合いを理解できるように実技指導する。

2 20 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅱ

【国試対策講座】専門基礎科目および専門科目に
ついて国家試験対策を行う。

2 40 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅲ

【超音波医用画像講座】運動器領域における骨・
軟部組織を対象に、柔道整復師が施術所内で行う
安全な超音波技術を用いた観察法・診察法などに
必要な音響工学等の基礎知識の講義を行う。超音
波診断装置の概要を理解した後に、健常例で上
肢・下肢を描出するために必要な知識と操作手順
などを学ぶ。

3 10 ○ ○ ○



○
スキルアップ
講座Ⅲ

【開業支援講座】治療院開業については、準備か
ら運営まで、必要最低限な知識・ノウハウなどを
説明する。 3 10 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅲ

【開業支援講座】開業の際に役立つ、宣伝ツール
としてのホームページ作成法についてわかりやす
く解説します。また、税務の基本についても学
ぶ。

3 10 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅲ

【開業支援講座】各社会保険の種類と経営者の義
務について学ぶ。（労災・雇用保険・健保・年
金・退職・解雇など） 3 10 ○ ○ ○

６８科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分 ３期
１学期の授業期間 １２週

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

合計 ３０３８単位時間(１２３単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等
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択
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習
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習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 総合基礎Ⅰ

【生物Ⅰ】ヒトについての生物学を学び、人間も
環境に適応しながら生存する生物の一員であるこ
とを認識し、生命活動の基礎的仕組み（自己保存
と種族保存）を理解する

１
①
②

30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅰ

【中国語】中国語の学習の基礎であるピンイン・
四声を基本から学び、中国語の日常会話の練習を
行ないます。　同時に中国語の初歩的な文法を学
習し、簡単な中国語の構造を押さえ、中国語の辞
書を使えるようになることを目的とします。ま
た、中国の日常や習慣も適宜紹介し、言葉の背景
である中国の文化に親しみ、中国に対する理解を
深めていきます。

１
①
②

30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅰ

【心理学】心理学の基礎的な知見を習得すること
で心の問題に関する科学的視点を養い、深い人間
理解を目指す。

１
②
③

30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅰ

【文章表現法】昔から「読み･書き･そろばん」が
教育の根本だと言われる。そこで本科目では多様
なジャンルの小品を読み（読解）、筆者の主張の
まとめ及びそれに対する各自の主張を書くこと
（表現）ができるようにしたい。つまり、事実を
正確に伝える文章力の養成を目標とする。

１
②
③

30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅱ

【英語Ⅰ】グローバルな時代を迎え、医療の現場
でも外国人と接する機会が増えてきている。ま
た、最新の医学論文は英文で記されていることが
多い。コミュニケーションの手段と医学知識の吸
収のためにも、医療の現場で用いられる、英語の
専門用語や表現を十分理解し修得する。

２
①
②

30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅱ

【英語Ⅱ】グローバルな時代を迎え、医療の現場
でも外国人と接する機会が増えてきている。ま
た、最新の医学論文は英文で記されていることが
多い。コミュニケーションの手段と医学知識の吸
収のためにも、医療の現場で用いられる、英語の
専門用語や表現を十分理解し修得する。

２
②
③

30 ○ ○ ○

○ 総合基礎Ⅱ

【化学】まず、物質の性質やいろいろな反応など
についての基礎的な化学知識を身につける。そし
て、専門基礎分野並びに専門分野へ繋がる幅広い
知識を修得する。

２
①
②

30 ○ ○ ○

○ 人体構造学Ⅰ

解剖学総論で解剖学への興味と学ぶ必要性を提示
する。各論は神経系・感覚器系・脈管系が主体と
なるが、形態と作用を一括して理解する。

１
通

72 ○ ○ ○

○ 人体構造学Ⅱ

系統解剖学を主体に、発生学・最新の知見・局所
解剖学・臨床解剖学を加味した講義内容を充分に
理解し、最終的には機能と構造をリンクして解剖
学を動的に理解する。

２
通

72 ○ ○ ○

○ 人体機能学Ⅰ

個体を構成する細胞の仕組みと機能を理解し、各
臓器・器官・器官系の全体としての人体における
役割と調節機序を理解していく。

１
通

72 ○ ○ ○

○ 人体機能学Ⅱ

人体構造の成り立ちと機能を関連付けて考え、各
臓器・器官・器官系の働きとその調節機序を理解
する。

２
通

72 ○ ○ ○

教員
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業
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（医療専門課程　柔道整復科Ⅰ部）平成３０年度　※旧学則（２～３年生対象）
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授業科目名 授業科目概要
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次
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○
人体構造機能
学

１年２年で学習してきた各器官・器官系の細かな
構造と構成およびその機能と調節機序との関連性
を結びつけて整理する。人体を総合的に理解し、
正常な状態と異常な状態との違いを理解してい
く。

３
①

24 ○ ○ ○

○
疾病の成り立
ち

病理学とは、生体に起こる病的な状態、すなわち
疾病の本態を解明する学問です。疾病はその成り
立ちから、先天異常、代謝障害、循環障害、炎
症、腫瘍の五つの病変カテゴリーに分類されます
が、それらの病変カテゴリーを学び、疾病を起こ
す原因、それぞれの疾病で生じる変化、その経
過、疾病がたどる転帰を総合的にとらえるように
学習します。特に２年次には、病理学の意義、疾
病の一般、病因、退行性病変、循環障害、進行性
病変、炎症の各分野について学習します。

２
通

72 ○ ○ ○

○
運動器診断治
療学

柔道整復は外傷による運動器損傷を取り扱うこと
を業務としている。これに対して広く運動器疾患
を取り扱うのが整形外科学である。本科目では外
傷以外の運動器疾患の診断と治療を中心とし、そ
の類似性と相違について理解できる。併せて、外
傷による運動器損傷についての整形外科的治療法
を理解できることも目標とする。

２
通

72 ○ ○ ○

○
内科診断治療
学

診察概論として医療面接・視診・触診・打診・聴
診及び理学的検査の方法と各疾患におけるそれら
の所見と重要な鑑別点を学習する。消化器疾患・
呼吸器疾患・循環器疾患・血液疾患・代謝疾患・
膠原病、内分泌疾患・腎、尿路疾患・遺伝性疾
患・神経筋疾患等をジャンル別に、それに属する
疾患の病因、臨床症状、検査所見、治療法の概要
などを学ぶ。

２
通

72 ○ ○ ○

○
外科診断治療
学

損傷、外傷、炎症、腫瘍、ショック、輸血・輸
液、滅菌・消毒、手術・麻酔、出血・止血、蘇生
法などの外科的な基本事項が理解できる。
日常業務において遭遇しやすい外科領域の疾患お
よび柔道整復師には禁忌症となっている創傷など
の臨床症状および経過、治療法などが理解でき
る。

２
通

72 ○ ○ ○

○
人体機能回復
論

人体機能・回復論の機能の部分では運動学での姿
勢保持及び歩行に関与する筋等の組織の働きを理
解する。
異常姿勢・異常歩行が生じる組織異常との関連が
理解できる。
回復論の部分ではリハビリテーションの概念、障
害の成因、評価法、運動器のリハビリテーション
を中心としての障害からの回復過程と治療用機器
及び使用法、それらを使った治療法が理解でき
る。

２
通

72 ○ ○ ○

○ 健康の意義

柔道整復師として、日常業務を安全かつ衛生的に
遂行する上での規準・規定を理解する。
  日常生活で健康を維持、増進するために意義の
ある事項を知る。

１
通

72 ○ ○ ○

○ 関係法規

柔道整復に関係する法律を理解し、適切な柔道整
復業務が行えるようにする。また、柔道整復との
連携が必要な医療関係職種に関する法律も併せて
理解し、業務分担・境界域を熟知し業務の円滑な
運営に資する人格形成を計る。

３
①

24 ○ ○ ○

○ 柔道Ⅰ

柔道整復師の技術の拠り所である手技や人格形
成、心身の鍛錬するため、柔道の基本的動作を体
得する。柔道を通して精神・身体の修養と鍛錬、
世に補益することを目標とする。

１
通

64 ○ ○ ○ ○ ○

○ 柔道Ⅱ

柔道整復師の技術の拠り所である手技や人格形
成、心身の鍛錬するため、形を用いて柔道の理合
いを追求する。攻撃および防御の練習により技の
理合いを理解できるようにする。

３
①
②

32 ○ ○ ○ ○ ○



○ 運動器学

柔道整復に必要な四肢の骨、関節、筋の構造を理
解し、各々の関節の運動と、その運動に関与する
筋が解る。
また、四肢を支配する末梢神経の支配領域を理解
できる。

１
通

72 ○ ○ ○

○ 骨損傷学基礎

骨の構造と機能を理解し、構造上の弱点と損傷の
関係を系統的に考察する。
　骨折の発生機序と損傷形態との関係を解析す
る。
　骨折の治癒過程および治癒に対する影響因子と
の関係を学習する。

１
通

72 ○ ○ ○

○
関節損傷学基
礎

関節の構造と機能を理解し、構造上の弱点と損傷
の関係を系統的に考察する。
　脱臼の発生機序と損傷形態・捻挫の発生機序と
損傷形態との関係を解析する。

１
通

72 ○ ○ ○

○
柔道整復と基
礎医学

【人体構造学】１年２年で学習してきた各器官・
器官系の細かな構造と構成およびその機能と調節
機序との関連性を結びつけて整理する。人体を総
合的に理解し、正常な状態と異常な状態との違い
を理解していく。

３
①
②

48 ○ ○ ○

○
柔道整復と基
礎医学

【人体機能学】１年２年で学習してきた各器官・
器官系の細かな構造と構成およびその機能と調節
機序との関連性を結びつけて整理する。人体を総
合的に理解し、正常な状態と異常な状態との違い
を理解していく。

３
②
③

48 ○ ○ ○

○
柔道整復と基
礎医学

【健康の意義】1年次に学んだ衛生学・公衆衛生学
の復習および新法施行による改正点を中心に講義
を行い、最終学年度の目標である国家試験の対策
を十分にする。柔道整復師として、日常業務を安
全かつ衛生的に遂行する上での規準・規定を理解
する。日常生活で健康を維持、増進するために意
義のある事項を知る。

３
②
③

48 ○ ○ ○

○
上肢の損傷学
Ⅰ

上肢の骨折の発生機序と骨折形態の関係を理解
し、それぞれの骨片転位のメカニズムを知り、骨
折整復の方法を検討する。骨折症状を理解し診断
ができるようになり、起こりうる合併症を知りそ
の対策と治療法について理解を深める。

２
通

72 ○ ○ ○

○
上肢の損傷学
Ⅱ

上肢の骨折の発生機序と骨折形態の関係を理解
し、それぞれの骨片転位のメカニズムを知り、骨
折整復の方法を検討する。骨折症状を理解し診断
ができるようになり、起こりうる合併症を知りそ
の対策と治療法について理解を深める。

３
通

72 ○ ○ ○

○
下肢の損傷学
Ⅰ

下肢の骨折の発生機序と骨折形態の関係を理解
し、それぞれの骨片転位のメカニズムを知り、骨
折整復の方法を検討する。骨折症状を理解し診断
ができるようになり、起こりうる合併症を知りそ
の対策と治療法について理解を深める。

２
通

72 ○ ○ ○

○
下肢の損傷学
Ⅱ

下肢の骨折の発生機序と骨折形態の関係を理解
し、それぞれの骨片転位のメカニズムを知り、骨
折整復の方法を検討する。骨折症状を理解し診断
ができるようになり、起こりうる合併症を知りそ
の対策と治療法について理解を深める。

３
通

72 ○ ○ ○

○ 体幹の損傷学

頭部骨折の重大性を理解し、適切な応急処置およ
び対応が出来るようにし、発生機序と臨床所見か
ら肋骨骨折・脊椎骨折の存在を診断でき、適切な
対応ができる能力を養う。また重大な合併症とし
ての脊髄損傷についての理解を深め、体幹および
四肢の軟部損傷についての発生メカニズム、症
状、合併症などを知る。さらに関連整形外科疾患
との鑑別ができることを目標とする。

２
通

72 ○ ○ ○



○
柔道整復と臨
床医学

【病理学】１病理学とは疾病の成り立ちを理解す
る学問である。それゆえ医学の一番中心となる学
問とも言える。「柔道整復と病理学」の内容は他
の科目と関連させながら病態を理解し、なおかつ
運動器の病理についても学習するものであり、免
疫異常、アレルギー、腫瘍、先天性異常、運動器
の病理、脳死の判定基準の各分野について学ぶ。

３
通

72 ○ ○ ○

○
柔道整復と臨
床医学

【整形外科学】柔道整復は外傷による運動器損傷
を取り扱うことを業務としている。これに対して
広く運動器疾患を取り扱うのが整形外科学であ
る。本科目では外傷以外の運動器疾患の診断と治
療を中心とし、その類似性と相違について理解で
きる。併せて、外傷による運動器損傷についての
整形外科的治療法を理解できることも目標とす
る。

３
通

72 ○ ○ ○

○
柔道整復と臨
床医学

【内科学】診察概論として医療面接・視診・触
診・打診・聴診及び理学的検査の方法と各疾患に
おけるそれらの所見と重要な鑑別点を学習する。
消化器疾患・呼吸器疾患・循環器疾患・血液疾
患・代謝疾患・膠原病、内分泌疾患・腎、尿路疾
患・遺伝性疾患・神経筋疾患等をジャンル別に、
それに属する疾患の病因、臨床症状、検査所見、
治療法の概要などを学ぶ。

３
通

72 ○ ○ ○

○
柔道整復と臨
床医学

【外科学】日常業務において遭遇しやすい外科領
域の疾患および柔道整復師には禁忌症となってい
る創傷などの臨床症状および経過、治療法などが
理解できる。
２年次で勉強した内容をふまえて各診療科目ごと
の疾患について理解できる。
  総論、各論の復習ができ、他の教科との総合的
な学習ができる。

３
通

72 ○ ○ ○

○
柔道整復と臨
床医学

【リハビリテーション】リハビリテーションと柔
道整復との関わりは密接であり、他の科目も含め
た総合的な疾病の理解ができる。

３
通

72 ○ ○ ○

○ 基本的治療法

柔道整復にとって患部を固定することは最も重要
な施術技術である。固定材料としては包帯・副
木・厚紙副子・金属副子・絆創膏・ギプス・熱可
塑性材料（プライトンなど）・プラスチックキャ
ストなど様々ある。これらを使用し的確な固定が
できることは柔道整復師にとって必須である。ま
た、診断の補助手段としての計測法、徒手的検査
技術も理解、使用できる。さらに運動療法、理学
療法についても理解する。

１
通

64 ○ ○ ○

○ 臨床的治療法

臨床上遭遇する機会の多い損傷に対しそれぞれに
即した治療法を選択し実施することができる。
　特に遭遇頻度の高い損傷に関しては、整復動
作、固定具の制作、装着が的確に実施できる能力
を養う。
　固定具装着時に起こり得る障害が想定でき、予
防のための処置が的確に行え、障害が起こった後
の処置が的確に行える能力を養う。

３
①
②

32 ○ ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【医療面接演習】臨床の場における施術者と患者
とのコミュニケーションのあり方について理解を
深め、適切な方法や技術について学習する。

１
①
②

32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【身体計測演習】柔道整復に必要な四肢の骨、関
節、筋の構造を理解し、各々の関節の運動と、そ
の運動に関与する筋が解る。
また、四肢を支配する末梢神経の支配領域が理解
できる。

１
①
②

32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【運動器学演習】柔道整復に必要な四肢の骨、関
節、筋の構造を理解し、各々の関節の運動と、そ
の運動に関与する筋が解る。
また、四肢を支配する末梢神経の支配領域が理解
できる。

１
②
③

32 ○ ○ ○



○
総合柔道整復
演習

【救急蘇生法演習】BLS（一次救命処置）の基本に
ついて医療従事者にふさわしい知識と技術を習得
する。
  運動器外傷の専門家として、その応急手当に必
要な知識と技術を習得する。

１
②
③

32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【柔道整復業務概論】柔道整復の歴史的背景や医
療人としての倫理を体得し、社会に貢献できる柔
道整復のあり方を思考する。また、現代医学が成
立した課程を知り、自らのおかれている立場を理
解する。

１
通

64 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【後療法演習】身体各部分の損傷を想定し、ロー
ルプレイを中心に術者・患者役となって実際の後
療法を実施する。
　手技療法・運動療法・物理療法の基本的な手技
を身につけたら、応用法へと段階的に進み、禁忌
についても学ぶ。また、柔道整復師として必要な
関節可動域測定法や徒手筋力検査法も実技の中で
体験し、理論的に学習した内容を再確認する。

１
①
②

32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【医療心理学概論】医療には人と人との触れあい
が欠かせない。特に柔道整復師は手当てを通して
患者のパーソナルスペースに入っていくことで、
より濃密なコミュニケーションの場に身を置くこ
ととなる。そこでは、人体の構造・機能の知識に
加えて、心理社会的な背景を踏まえた総合的な人
間理解が不可欠となる。本科目では、こうした理
解を支える諸理論とともに、実践に役立てるため
の評価法も演習することで、良好な「患者-医療従
事者関係」構築のための基礎習得を目指す。

１
②
③

32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【医用画像演習】身体の内部構造を探る手段とし
て、X線の発見とその特性を利用した画像化に始ま
り、超音波を利用した画像化、核磁気共鳴に至る
各種画像化技術について理解を深める。

２
①
②

32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【学究・探求演習】自分自身で何か興味をもつ物
作りや研究に対して目的、方法、考察、結果等の
調べ方などを自然と身につけて、他の教科、卒業
後に対しても自身で勉強の仕方、意義、意欲を身
につける。

２
①
②

32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【固定法演習】固定法の原則や固定肢位を知ると
共に、柔道整復師に特に関わりの深い上肢・下肢
の固定法を中心として様々な固定材料を使用し実
際の固定法を身につける。

２
②
③

32 ○ ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【ベッドサイド演習】柔道整復師の職域が広がり
つつある今、外傷に対する知識と応急処置の仕方
を体得する。
様々な場で柔整師として活躍できることを理解す
る。

２
②
③

32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

【徒手検査法実習】各関節等の構造と機能を知る
と共に、そこの異常が起きたときの状態を徒手検
査にて把握できる。

３
①
②

32 ○ ○ ○

○
総合柔道整復
演習

認定実技試験ならびに国家試験に向けた対策授業
として講義を進め、今まで学んできた内容の理解
度をより深める。

３
②
③

32 ○ ○ ○

○ 臨床実習

附属施術所を利用し、病態把握や施術法など、柔
道整復術及び業務にかかわる臨床知識と技能を学
ぶ。

３
①
②

45 ○ ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅰ

【トレーニング講座スタビライゼーション】主働
筋のトレーニングに加え、協働筋、拮抗筋や補助
筋群(スタビライザー)を刺激するトレーニングを
行う。アライメント(筋肉や骨のつながり)を意識
して、アイソメトリクス(等尺性の運動)を行い、
バランス能力やリカバリー能力を高めて、体軸を
安定させるトレーニング法を身につける。

１
①
②

10 ○ ○ ○



○
スキルアップ
講座Ⅰ

【トレーニング講座ドラウタビリティー】個人個
人の「能力を引き出し」そしてその「能力を引き
延ばす」フィードバックメソッドを中心に考案し
ている。

１
①
②

10 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅰ

【コミュニケーション講座サービス介助論】この
授業では、高齢社会のこと、高齢者の身体的特
徴、介助が必要な方をお迎えする上での心構えな
どを中心に学び、「サービス介助」の基礎を身に
つける。

１
②
③

10 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅰ

【コミュニケーション講座手話】手話を学ぶとと
もに聴覚障害者に対する理解を深める。 １

②
③

10 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅱ

【ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾅｰ講座】テーピングの基本的な注意や
テープの特性、テーピングの名称などを理解し、
テーピングを実施する際の準備、テープの切り
方、はがし方についても学ぶ。

２
③

10 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅱ

【介護健康指導講座】機能訓練指導員の仕事を知
ると同時に、柔道整復師の高齢化社会の役割を考
えながら学ぶ。

２
②

10 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅱ

【認定実技対策講座：柔道教室】柔道の基本動作
を体得する。形と一般練習との間合いの違いにつ
いて実習にて体得する。投げ技については打ち込
み練習、約束乱取り（固め技含む）を行い、技の
理合いを理解できるように実技指導する。

２
②
③

20 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅱ

【国試対策講座】専門基礎科目および専門科目に
ついて国家試験対策を行う。 ２

②
③

40 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅲ

【超音波医用画像講座】運動器領域における骨・
軟部組織を対象に、柔道整復師が施術所内で行う
安全な超音波技術を用いた観察法・診察法などに
必要な音響工学等の基礎知識の講義を行う。超音
波診断装置の概要を理解した後に、健常例で上
肢・下肢を描出するために必要な知識と操作手順
などを学ぶ。

３
①

10 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅲ

【開業支援講座】治療院開業については、準備か
ら運営まで、必要最低限な知識・ノウハウなどを
説明する。

３
①
②

10 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅲ

【開業支援講座：HPの作り方・税務】開業の際に
役立つ、宣伝ツールとしてのホームページ作成法
についてわかりやすく解説します。また、税務の
基本についても学ぶ。

３
①
②

10 ○ ○ ○

○
スキルアップ
講座Ⅲ

【開業支援講座：財務・会計】各社会保険の種類
と経営者の義務について学ぶ。（労災・雇用保
険・健保・年金・退職・解雇など）

３
②

10 ○ ○ ○

６５科目

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分 ３期
１学期の授業期間 １２週

（留意事項）

合計 ２９０３単位時間(１２０単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等


